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山々が紅葉で美しく色づく季節となりました。最近意外なところで柿をいただく機会が多く

なり、今年は花の当り年、紅葉の当り年に続いて、柿の当り年（豊作）でもあると思います。 
 さて、９月から１０月にかけては地域の学校からの生徒の訪問が最も多い時期で、入居者・

利用者の方々との交流プログラムを実施しました。小中学校の学習活動の中には、「総合的な学

習の時間」があり、子どもたちに自ら学び自ら考える力やよりよく問題を解決する資質を育む

ことを狙いとして行われています。この時期の訪問も総合的な学習の場の一つとして当施設を

選んでいただいたというのが実状です。高校生の場合は「産業社会と人間」というカリキュラ

ムで職業理解、体験学習をすることを目的として施設のお年寄りとの交流の機会を持ちました。

１～２時間程度の交流であっても、若い人と接するときのお年寄りの表情は実に豊かで生活に

彩りを与えられているように見受けられます。また、年間を通して介護、看護現場において介

護実習、老年・在宅介護実習、社会福祉援助技術、ヘルパー実習等で多くの学生を受け入れて

おり、若い人との出会いがあることは学生にとっても施設にとっても非常に意義深いことと思

います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ＜広島ＹＭＣＡ英語幼児園との交流＞       ＜大竹高校 福祉車両体験学習＞ 
 
 社会全体の高齢化が進むと、地域における催事などの参加者に高齢者が増えていると思いま

すが、若い人も気軽に参加できるような機会が増えることを願っています。 
（事務長 瀬戸 治雄） 
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